

下地金属別実践工場塗装マニュアル　創刊記念コラム
野平外装技術研究所の『Ｐａｉｎｔ　Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ』
　　　　－　焼付塗装の新しい潮流を求めて　－
試作の重要性
＊マニュアル資料２「試験焼き塗装試験計画書（例）」
マニュアル資料３「試験焼き塗装試験結果報告書（例）」　参照

　今回、上掲した『下地金属別工場塗装実践マニュアル』の中には、３章として、試験焼き塗装の項目を取り上げています。試験焼き塗装という言葉は、あまり聞きなれないとは思いますが、承認見本版と同一に仕上げるためには、避けて通れない事項になりますので、大きなテーマとして取り上げています。
　以下に、その意味合いを詳述しますので、ご理解いただけるようお願いいたします。
■　試験焼き塗装の目的・意義
焼付塗装の海外調達といえば、アルミカーテンウォールが主たる採用先でしたが、昨今では金属板金工事でも物量がまとまれば海外調達するケースが増加しています。
それに伴い、焼付塗装も海外調達するようになりますが、塗装工場の品質管理レベルを事前に確認しておかないと、塗膜のトラブルが発生するので、必ず試験焼きを行い、実用上採用して問題のない工場であるかどうかを事前にチェックすることが重要です。その場合、焼付塗装の技術に明るい技術コンサルタントを雇い、詳細にわたって直接指導を仰ぐことが肝要と思われます。
■　試験焼き塗装の準備
ⅰ　焼付塗料の準備
当該拠点の立地に対し、塗料の供給はどこで行うかを確認し、必ず実際に採用する塗料工場で塗料見本を準備することが重要です。
よく時間がないからと、国内のラボで短期間でサンプルを間に合わせに作ることがありますが、当該塗装工場とは、製造条件が異なるので、塗料が一緒であったとしても、仕上がりに差異が生じてしまうことを理解しておく必要があります。
ⅱ　試験体の準備
試験体の作成は、実際に本生産する工場で製造したものを必ず採用することが重要です。基材も国内調達、海外調達で完全合致することはないので、本生産に使う材料を用いることが大切です。
■　試験焼きの段取り、結果と評価
試験体の配置、測定機器の設置、試験条件の設定と確認については、慎重に実施しておくことが必要です。
　また、試験焼きの結果として、試験焼きの状況、例えば、昇温カーブ・被塗物温度・ラインスピード等々をきっちりと記録しておき、塗装履歴を残しておくことが肝心です。
また、最も重要なことが、塗膜性能の確認になりますが、性能評価は13項目の確認が必須となります。詳細は、実践マニュアルでご確認ください。[image: image1]
